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その他の ANNEX 活動と

情報展開活動

平成26年2月25日

一般財団法人新エネルギー財団

水力地熱本部水力国際・技術部 横川憲司

IEA 水力実施協定国内報告会
～ 小水力・再開発・環境問題等への取り組み ～



内 容

 Annex-9（水力発電の多様な価値）

 Annex-13（水力発電と魚）

 情報展開活動

 NEFのホームページ

 IEA「技術ロードマップ：水力発電」
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Annex－1
（水力発電設備の

再開発）

Annex－2

（小水力発電）

Annex－3

（水力発電と環境）

Annex－5

（教育・トレーニング）

Annex－2

（小水力発電）

Annex－8

（水力発電好事例）

Annex－7

（教育ネットワーク）

Annex－6

（水力の理解促進）

第1期 (1995-99) 第2期 (2000-04) 第3期 (2005-09)

Annex－9 
（持続可能な

水力発電の公的受容）

Annex－12

（水力発電と環境）

Annex－2

（小水力発電）

Annex－11
（水力発電設備の
更新と増強）

第4期 (2010-14)

活動フェーズと専門部会 (Annexes)

Annex-9

(水力発電の多様な価値)

Annex-13

(水力発電と魚)

Annex－2

（小水力発電）
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水力発電は、電力エネルギーを生み出すとともに、風力、

太陽光など変動する再生可能エネルギー電力に対する効
率的な調整機能を有している。また、水力発電の貯水池は、
流水管理、水域環境保全、舟運、灌漑、地域開発など様々
な価値も生みだしている。

これら貯水池式水力が提供する、発電以外の、エネル
ギーと水に関するサービスの経済的な価値を公正に認識、
評価するために、事例の収集、研究を行い、得られた知見、
情報を広く発信していく。
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Annex-9 : 水力発電の多様な価値

Annex活動の背景・目的
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• 2011年10月、第26回執行委員会で承認、発足

•参加国

・ ノルウェー

・米国

•関係機関

・ IHA（国際水力発電協会）

・ EURELECTRIC (欧州電気事業者連盟）

・世銀等

• OA（活動責任者） Karin Seelos (Statkraft, ノルウェー)

Annex-9 : 水力発電の多様な価値

IEA 水力実施協定国内報告会
～ 小水力・再開発・環境問題等への取り組み ～

Annexの概要



政策協議
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Annex-9 : 水力発電の多様な価値

パワーサービス

①エネルギーマネジメント
（アンシラリーサービス）

• 周波数制御

• 電圧支援

• 瞬動予備力

• 無効電力調整

• 火力機高効率運転

• 運用信頼性向上

• ブラックスタート改善

• GHGガス排出削減

ノン・パワーサービス

①水管理

• 飲料水

• 洪水/干ばつ制御

• 地下水管理

• 溶存酸素、温度

• 水浄化、堆砂、生息環境

②地域開発

• 舟運 ・ 灌漑 ・ 余暇/観光

• 水産養殖

• エネルギー集約型産業

• 人材育成

• エネルギー安全保障

• 気候変動緩和策

• 再生エネ普及拡大

• 水の安全保障

• 気候変動適応策

• 社会経済開発



【Task 1】：エネルギーマネジメント（アンシラリー）サービス
特に太陽光、風力など急成長する変動しやすい再生可能エネルギーの統合
を促進する、水力のアンシラリーサービスの迅速かつ大規模な提供に関わる
重要課題の理解を深めることを目的とする。

Task リーダー：米国

【Task 2】：水管理および社会経済的貢献
貯水池の淡水貯水能力により、水力発電所から提供される水サービスとその
他の社会経済的な貢献に関わる経済的価値を確立することを目的とする。

Task リーダー： ノルウェー（OAが兼務）

※各々のTaskの具体的な活動として、
• 各Task活動に関心のある団体、参加者の特定
• 文献レビュー
• 活動計画、スケジュールの作成

• Taskの実施と報告書の作成
• 結果の普及 7
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Annex-9 : 水力発電の多様な価値

Task活動



•活動基本計画書 2011年10月

•詳細活動計画 2011/12年

•方法論ハンドブック 2012年

•事例収集 2013年

•統合報告書 2013年12月

•コミュニケーション資料/方策

2014年6月

•普及・活動完了 2014年
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Annex-9 : 水力発電の多様な価値

活動スケジュール

2011年10月

2012年

2013/14年

2014/15年

2015/16年

2016年

2016年

（発足時） （2013年10月修正）
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Annex-9 : 水力発電の多様な価値

「既往の経済評価手法ハンドブック」の目次（案）
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V. Koritarov, ANL, CPUC Technical Workshop on Pumped Storage, “Modeling & Analysis of 
Value of Advanced Pumped Storage Hydropower in the U.S.” (2014)  



魚と水力発電の関係は、長年にわたり広範囲の研究課題
となっているが、最近の研究は魚種が限られており、結果の
地球レベルでの適用を正当化することは難しい。水力開発
は今後も世界中で進められることから、IEA水力を通じた国
際協力プログラムとしてこれを扱うことは検討に値する。

魚問題は、新規の水力開発は勿論のこと、既設発電所の
許認可や運転管理にとっても極めて重要な問題であり、ま
た、経済性にも大きな影響を及ぼす。
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Annex-13 : 水力発電と魚

Annex活動の背景



12

IEA 水力実施協定国内報告会
～ 小水力・再開発・環境問題等への取り組み ～

Annex-13 : 水力発電と魚

•Annex #1 ﾜｰｸｼｮｯﾌﾟ（Lao PDR） 2013年8月7-8日

•活動基本計画書（#29 執行委員会） 2013年10月

•Annex #2 Kick-off ﾜｰｸｼｮｯﾌﾟ（Norway） 2013年12月2-4日

•Annex #3 ﾜｰｸｼｮｯﾌﾟ（Australia） 2014年5月（proposed）

•Annex #4 ﾜｰｸｼｮｯﾌﾟ（France） 2015年1月（proposed）

•Annex #5 ﾜｰｸｼｮｯﾌﾟ（USA） 2015年9月（proposed）

•Annex #6 ﾜｰｸｼｮｯﾌﾟ（Brazil） 2016年3月（proposed）

•報告書 2016年12月

•普及・活動完了 2016年12月

活動スケジュール
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Annex-13 : 水力発電と魚

Annex活動のTask案と関心領域（ラオスのWSで確認）

Task案 関心領域

1. 概観 ・社会的、経済的リスクとオフセット、魚移動と軽減策
・開発、計画時の生息地改変に対する配慮
・工程毎（事前、事後）の全体的な成功事例

2. 魚の移動 ・下流方向移動（水車、洪水吐、迷入防止ｽｸﾘｰﾝ）
・洪水吐・堰・ｹﾞｰﾄ等放流設備の設計、運用上の成功事例
・“fish friendly”水車も含めた小水力での設計・運用上の成功事例
・連続移動が可能で影響が致死的でない方策

3. 対象魚種 ・ウナギﾞとﾔﾂﾒｳﾅｷﾞ ・サケ ・ナマズ ・熱帯魚
・研究と保護を最優先

4. 研究技術/
手法

・ﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞも含めた国際的な最新評価技術
・将来研究のための共通ニーズ

5. 普及 ・ｼﾝﾎﾟｼﾞｳﾑ、ｶﾝﾌｧﾚﾝｽ、公開ﾜｰｸｼｮｯﾌﾟ
・websiteを通じた研究状況の定期的公開
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• 2013年10月 第29回執行委員会で承認

同年12月 ノルウェーでKick-off ワークショップ&専門家会合

• 参加国（メンバーの所属機関）

・オーストラリア（Hydro Tasmania）

・ フィンランド（Kemijoki Oy, Fortum）

・ フランス（EDF）

・ ノルウェー（SINTEF, NVE, Statkraft）

・米国（未定）

・ ブラジル（未定）

・ ラオス（未定）

• OA（活動責任者） Hans-Petter Fjeldstad (SINTEF, ノルウェー)

Annex-13 : 水力発電と魚

IEA 水力実施協定国内報告会
～ 小水力・再開発・環境問題等への取り組み ～

Annexの概要
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Annex-13 : 水力発電と魚

Kick-off ﾜｰｸｼｮｯﾌﾟ&専門家会合
1.議論のたたき台として、OAが以下のトピックを提示

①調整された河川(regulated rivers)での生態学的重要性と影響軽減策

貯水池生態系、維持流量・残留域流量状況、堆砂と浸食、水質 等

②魚回遊対策‐費用便益分析

魚資源、流量改善、魚の移動 等

③河川の分断化と魚回遊

下流方向通路と効果検証、放流設備の設計運用、fish friendly分類 等

④水力発電と魚社会への影響

競争、捕食、増殖、繁殖

⑤技術開発

ﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞ手法、魚誘導ｼｽﾃﾑ、“fish friendly”水車技術 等

⑥全体（上記①～⑥へ組み込む）

最新技術、成功事例、ｶﾞｲﾄﾞﾗｲﾝ、事例研究、知見の普及 等

(2013年12月2-4日 Trondheim in Norway)
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2.各国が認識している重要な課題

 フランス：下流移動、fish friendly 取水口、測定機器とﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞ、

褐色マス、ｳﾅｷﾞ、魚移動システムによる水力発電への影響

オーストラリア（タスマニア）：下流移動、軽減策の効果、ﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞ、コスト

 フィンランド：回遊種の増進、天然生産、ﾗｲﾌ･ｻｲｸﾙ分析、費用便益計算、

遠隔ﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞ、魚移動のCFD解析、サケ・マス

 ノルウェー：EU法制化の観点で再認可の為の有用な結果、双方向
（とくに下流方向）移動、ｳﾅｷﾞ、大西洋サケ

米国（事務局経由）：ﾊｲﾃｸ･ﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞ手法、太平洋サケと東海岸ｳﾅｷﾞの

移動、移動の効果的ﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞ手法、気圧障害

 ブラジル（事務局経由）：タグ付ﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞ
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3.専門家会合での結論

Annex活動のトピック数は少数に絞りこみ、この中に、メンバー国の調整さ
れた河川における主要な課題を含める。

Annex活動の最終成果は、上記河川における効果的な双（上下流）方向

移動に関する特別報告書とし、メンバーの所属機関や意志決定者のため
のトゥールボックス、あるいはガイドラインとして使われる。今後取り組むべ
きトピックとして、

-必要な技術は何か？ ⇒ モニタリング技術、魚移動機器/装置（取水
口、スクリーン、魚誘導）、トラッキング（タグ付）、水車/構築物

-魚移動のプロトコールでどれが重要か？ ⇒ 認可/再認可、義務化/
法制化、移動効率の検証、ニーズ、分類、費用便益評価

当面作業：メンバー全員から現状に関する「ミニ報告書」 2014年1月末迄

ＯＡによる、Annex-13 ロードマップ 2014年3月末迄
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Annex-13 : 水力発電と魚
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新エネルギー財団 ホームページ

（http://www.nef.or.jp/）

ここをクリック

IEA 水力実施協定(website)
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ここをクリック

IEA 水力実施協定(website)
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ここをクリック

IEA 水力実施協定(website)
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IEA 技術ロードマップ：水力発電



•前書き

•謝辞

•主な知見

•今後10年間の主要な行動

•序論

•今日の水力発電

•水力発電展開のビジョン

•持続可能な水力開発

•経済性
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•テクノロジーの向上：ロードマップに
おける行動とマイルストーン

•政策枠組み：ロードマップにおける
行動とマイルストーン

•結論：利害関係者の短期的行動

•略語

•中南米における詳細な発電ポテン
シャルの推定値

•参考文献

目 次

IEA 技術ロードマップ：水力発電



ご清聴ありがとうございました。
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